
「読むこと」（文学的文章）学習指導案 

第２学年国語科学習指導案 

 

１ 単元名 繰り返しのある詩の比較を通して、詩の情景や心情に迫ろう 

  「落葉松」 （新しい国語２ 東京書籍） 

  「風景 純銀もざいく」（青空文庫） 

  「大阿蘇」（岩波文庫） 

 

２ 単元について 

 「落葉松」は、五七調のリズムからなる文語定型詩である。日本の詩歌に受け継がれて

きた五音、七音のリズムを感じ取り、文語の格調高さに触れることのできる題材であると

考えられる。しかし、文語調の言葉の難しさ故に生徒たちが少し拒否感をもつ作品でもあ

る。そこで、本単元では、「落葉松」の表現技法の一つである反復に着目し、似たような

他の詩と比較することを通して、詩の情景や心情に迫っていこうと考えた。 

 まず、最初に「風景 純銀もざいく」との比較を通して、全く同じ言葉の繰り返しと少

し変化のある言葉の繰り返し、繰り返されている部分と繰り返し以外の部分の関係などに

注目させる。その際、その情景を見ている人物の位置の違いに気づかせることで、同じよ

うに反復という技法を使っていてもその効果に違いがあることを感じ取らせる。 

 反復という表現技法の捉え方を習得した上で、次に「大阿蘇」との比較をする。比較に

よって情景の違いを捉え、それぞれの情景と作者の心情が表現されている部分をつないで

考えさせる。反復を使い、同じ情景の広がりを表現した「大阿蘇」の詩と比較することで、

ささやかな変化の中で自然のもつ情趣を感じ取った「落葉松」の作者の心情を表した「あ

はれ」「うれし」という言葉のイメージを的確に捉えさせることができる。 

 

３ 単元の目標 

・詩の中に使われている言葉の使われ方や意味を理解し、語感を磨き語彙を豊かにするこ

とができる。                         【知識及び技能】 

・詩の表現に注目しながら、詩に描かれた情景や心情を捉えることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・詩の中の表現技法を積極的に探し、その工夫について考えることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

４ 単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・詩の中に使われている

様々な言葉の使われ方を

理解している。（１）エ 

・詩の比較を行いながら表

現技法の効果について理

解している。Ｃ（１）エ 

・詩に使われた表現技法にはどん

な効果があるか自分なりの意見

をもとうとしている。 

 

５ 単元の学習指導計画（全２時間） 

（１）「落葉松」と「風景 純銀もざいく」と比較し情景を捉える。（習得）１時間（本時） 

（２）「大阿蘇」と比較し心情を捉える。（活用）                １時間 



６ 本時の学習指導 

（１）  目標 

・ 繰り返しに着目し、作者の位置や詩の情景の変化に気づくことを通して、表現技法には様々

な効果があることを捉えることができる。 

（２）  学習指導過程 

学習内容・学習活動 予想される生徒の反応 教師の支援 

１ 「落葉松」の詩を読み、

印象を発表する。 

 

 

２ 学習課題を確認する。 

 

 

３ 反復が使われている詩

「風景 純銀もざいく」を

読んで考える。 

（１）共通点・相違点を考え

る。 

 

 

（２）人物の位置について考

える。 

 

 

 

 

 

（３）繰り返されていない部

分について考える。 

 

 

 

 

４ 本時の振り返りをする。 

 

・なんか暗そうな感じがす

る。 

・落葉松が何度も出てく

る。反復法だ。 

 

 

 

・どちらも風景についての

言葉を繰り返して使って

いる。 

・風景の方は明るい感じが

するけれど、落葉松の方

は暗い感じがする。 

 

・風景は菜の花畑を見渡し

ているけれど、落葉松は

風景の中にいるな。 

 

 

 

 

・繰り返しの以外の部分で

も風景について書かれて

いる。 

・心情についても書かれて

いるぞ。 

 

・繰り返すことで風景の広

がりや人物の立ち位置の

違いを表現できる。 

・最初の印象を短い言葉で発

表させる。 

・同じ言葉の繰り返しが多い

ことに注目させる。 

 

 

 

・二つの詩を比べ、共通点、

相違点を見つけ、ワークシ

ートに書かせる。 

・どちらも詩の形式は定型詩

であることに気づかせる。 

 

 

・風景を見渡している人物

と、その風景の中を歩いて

いる人物の位置の違いに気

づき、同じように繰り返し

が多く使われていても、表

現されることには違いがあ

ることに気づかせる。 

 

・「落葉松」の詩は繰り返さ

れている言葉の微妙な変化

と、繰り返されていない言

葉から、同じ落葉松の林の

中の変化を上手に表してい

ることを知る。 

 

・反復に注目したり、二つの

詩を比較したりして気づい

たことについて書かせる。 

（３） 評価  

・繰り返しをもとに、表現技法には様々な効果があることを理解できたか。（ワークシート、発表） 

【学習課題】  繰り返しの秘密を探れ。 


